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各
事
業
所
・
施
設
に
安
全
計

画
の
策
定
を
義
務
付
け

　
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
一
日
付
、
厚
生

労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
子
育
て
支
援
課
事

務
連
絡
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
お
け

る
安
全
計
画
の
策
定
に
関
す
る
留
意
事
項

等
に
つ
い
て
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
事

務
連
絡
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
六
号
）
に
お
い

て
、
都
道
府
県
等
が
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
う
ち
、「
児
童
の
安
全

の
確
保
」
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

国
が
定
め
る
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◆
（
前
略
）
改
正
を
受
け
、「
児
童
福
祉

施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚

生
労
働
省
令
第
一
五
九
号
）」
に
お
い
て
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
以
下
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
。）
及
び
児

童
館
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日

よ
り
安
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
計

画
（
以
下
「
安
全
計
画
」
と
い
う
。）
を

各
事
業
所
・
施
設
に
お
い
て
策
定
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
る
（
令
和
五
年
四
月
一
日

か
ら
一
年
間
は
努
力
義
務
と
し
、
令
和
六

年
四
月
一
日
か
ら
義
務
化
）
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
国
の
学
童
保
育
の

基
準
で
あ
る
、
厚
生
労
働
省
令
「
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
」
に
、
安
全
計
画
に
つ
い
て

の
項
目
、「（
安
全
計
画
の
策
定
等
）
第
六

条
の
二
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

協
議
会
だ
よ
り

　
ま
た
、
事
務
連
絡
に
は
、［
新
省
令
に

基
づ
く
安
全
計
画
策
定
の
規
定
内
容
に
つ

い
て
］［
安
全
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
］［
児

童
の
安
全
確
保
に
関
す
る
取
組
に
つ
い

て
］［
安
全
確
保
に
関
す
る
取
組
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
］
の
四
項
目
に

わ
た
っ
て
、
安
全
計
画
を
策
定
す
る
際
の

留
意
事
項
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
項
目
め
の
「
規
定
内
容
に
つ
い
て
」

に
、
以
下
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　「
安
全
計
画
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
設
備
の
安
全
点
検
の
実
施
に
関
す

る
こ
と
、
放
課
後
児
童
支
援
員
や
児
童
厚

生
員
等
の
職
員
（
以
下
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
等
職
員
」
と
い
う
。）
や
利
用
者
等

に
対
し
、
事
業
所
・
施
設
内
で
の
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、
遠
足
等
の
事
業
所
・
施
設
外

の
活
動
時
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
が

独
自
に
バ
ス
等
に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
バ
ス
等
で

の
運
行
時
な
ど
事
業
所
・
施
設
外
で
の
活

動
、
取
組
等
に
お
い
て
も
、
安
全
確
保
が

で
き
る
よ
う
に
行
う
指
導
に
関
す
る
こ

と
、
安
全
確
保
に
係
る
取
組
等
を
確
実
に

行
う
た
め
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
職
員

へ
の
研
修
や
訓
練
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

計
画
的
に
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」。

　
厚
生
労
働
省
の「
令
和
四
年〔
二
〇
二
二

年
〕
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
〔
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
〕
の
実
施
状
況
（
令

和
四
年
〔
二
〇
二
二
年
〕
五
月
一
日
現

在
）」
に
よ
る
と
、「
事
故
・
ケ
ガ
防
止
と

対
応
に
つ
い
て
」「
安
全
性
に
つ
い
て
の

点
検
を
行
っ
て
い
る
」
学
童
保
育
は
全

体
の
九
九
・
〇
％
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
適
切
な
処
置
を
行
っ
て
い
る
」
が

九
三
・
六
％
、「
防
災
・
防
犯
対
策
」
に
つ

い
て
、「
計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
行
っ

て
い
る
」
が
九
三
・
五
％
、「
定
期
的
な
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
」
が
九
三
・
八
％
、

「
来
所
・
帰
宅
時
の
安
全
確
保
を
行
っ
て

い
る
」
が
八
九
・
七
％
で
し
た
（
二
〇
二
二

年
一
二
月
二
三
日
に
報
道
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
）。

　
す
で
に
多
く
の
学
童
保
育
で
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

今
回
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
と
も
な
っ
て
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安
全
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
各
事
業

所
、
各
市
町
村
任
せ
に
せ
ず
、
子
ど
も
の

安
全
を
し
っ
か
り
と
守
れ
る
実
効
性
の
あ

る
計
画
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

全
国
連
協
）
で
は
、『
学
童
保
育
の
安
全

対
策
・
危
機
管
理—

「
安
全
対
策
・
危

機
管
理
の
指
針
」
づ
く
り
の
手
引
き
』（
頒

価
二
〇
〇
円
〔
税
込
〕）
を
作
成
し
「
人

数
が
と
て
も
多
い
学
童
保
育
で
は
、
安
全

確
保
に
限
界
が
あ
り
、
子
ど
も
集
団
の
規

模
の
上
限
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」「
専

任
の
指
導
員
を
常
時
複
数
配
置
す
る
こ
と

の
必
要
性
」「
成
長
過
程
に
あ
る
子
ど
も

の
、
遊
び
や
生
活
の
な
か
で
の
『
危
険
』

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」「『
安
全
・
安

心
』
に
つ
い
て
、子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
、

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
事
故

防
止
に
関
わ
っ
て
は
、
全
国
連
協
発
行

の
冊
子
『
学
童
保
育
情
報
二
〇
二
二

−

二
〇
二
三
』
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
五
年
度
予
算
案 

に
つ
い
て

　
同
年
一
二
月
二
三
日
、
令
和
五
年
度
予

算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労

働
省
か
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
関
係
の

予
算
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

・
令
和
五
年
度
予
算
案
は
一
二
〇
五
億
円

（
前
年
度
額
一
〇
六
五
億
円
）。

　
ま
た
、
運
営
費
等
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
交
付
金
」
は
一
〇
四
六
億
円
（
前

年
度
九
八
一
億
円
）。
施
設
整
備
費
の「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
整
備
交
付
金
」

は
一
五
九
億
円
（
前
年
度
額
八
四
億
円
）。

共
に
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
案
は
、
二
〇
二
三
年
一
月

二
三
日
召
集
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
、

年
度
内
に
成
立
す
る
見
込
み
で
す
。
令
和

五
年
度
予
算
案
に
お
け
る
、
主
な
拡
充
内

容
は
、
つ
ぎ
の
四
点
で
す
。

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
運
営
費
）

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
）【
拡
充
】

…
…
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、
基
礎
資
格
＋

研
修
受
講
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の

算
定
上
、
こ
の
研
修
受
講
に
つ
い
て
、
令
和

五
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
研
修
を
修
了
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
者
ま
で
含
む
経

過
措
置
を
設
け
て
い
る
。
本
経
過
措
置
が
終

了
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
卒
業
し
て
す
ぐ
に

就
職
す
る
職
員
な
ど
に
一
定
の
猶
予
が
必

要
な
こ
と
、
急
な
退
職
時
等
の
職
員
確
保
が

難
し
い
こ
と
等
を
考
慮
し
、
研
修
受
講
に
つ

い
て
は
、「
① 

研
修
計
画
を
定
め
る
こ
と
、

② 

採
用
か
ら
二
年
以
内
に
研
修
修
了
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
二
つ
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
、
研
修
を
修
了
し
て
い
な
い

者
も
放
課
後
児
童
支
援
員
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
支
援
事
業

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
）【
拡
充
】

…
…
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
緊
急
対
応

と
し
て
、
学
校
敷
地
外
の
民
家
・
ア
パ
ー

ト
を
活
用
し
て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

賃
借
料
補
助
の
対
象
に
、
プ
レ
ハ
ブ
の
設

置
に
係
る
経
費
（
リ
ー
ス
代
）
を
加
え
る

こ
と
と
す
る
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
調
整
支
援
事

業
（
仮
称
）（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金
）【
新
規
】
…
…
待
機
児
童
が
生
じ

て
い
る
又
は
生
じ
る
見
込
み
の
あ
る
市
町

村
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
が
で
き
な
か
っ
た
児
童
等
に
対
し
て
、

他
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
館
等
、

放
課
後
に
利
用
可
能
な
施
設
等
の
利
用
を

斡
旋
す
る
と
と
も
に
、
障
害
児
の
受
入
れ

に
向
け
た
調
整
を
行
う
な
ど
、
待
機
児
童

解
消
へ
の
取
組
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る

事
業
を
創
設
す
る
。

◆
放
課
後
居
場
所
緊
急
対
策
事
業
（
保
育

対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
）【
拡
充
】

…
…
待
機
児
童
が
解
消
す
る
ま
で
の
緊
急

的
な
措
置
と
し
て
、
待
機
児
童
が
一
〇
人

以
上
の
市
町
村
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
利
用
で
き
な
い
児
童
を
対
象
に
、

児
童
館
や
公
民
館
等
の
既
存
の
社
会
資
源

を
活
用
し
、
放
課
後
等
に
安
全
で
安
心
な

子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
す
る
。
※
主
に

四
年
生
以
上
を
対
象
に
し
て
い
た
も
の
を

全
学
年
に
拡
大
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
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国
の
「
放
課
後
児
童
支
援
員
等
研
修
事

業
実
施
要
綱
」
に
は
、「
放
課
後
児
童
支

援
員
認
定
資
格
研
修
」
の
「
趣
旨
・
目
的
」

が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
一
定
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と

考
え
ら
れ
る
基
準
第
一
〇
条
第
三
項
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
に
従
事
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員

と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
補
完

し
、
新
た
に
策
定
し
た
基
準
及
び
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
（
平
成
二
七
年
三

月
三
一
日
雇
児
発
〇
三
三
一
第
三
四
号
厚

生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
通

知
）
に
基
づ
く
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し

て
の
役
割
及
び
育
成
支
援
の
内
容
等
の
共

通
理
解
を
得
る
た
め
、
職
務
を
遂
行
す
る

上
で
必
要
最
低
限
の
知
識
及
び
技
能
の
習

得
と
そ
れ
を
実
践
す
る
際
の
基
本
的
な
考

え
方
や
心
得
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
」

　
運
営
費
に
関
わ
る
予
算
案
で
は「
拡
充
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
の
資
格
の「
み

な
し
」
に
関
わ
る
措
置
は
、「
基
礎
資
格

が
あ
れ
ば
、
研
修
受
講
が
伴
わ
ず
、『
放

課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
の
役
割
及
び
育

成
支
援
の
内
容
等
の
共
通
理
解
』『
職
務

を
遂
行
す
る
上
で
必
要
最
低
限
の
知
識
及

び
技
能
の
習
得
と
そ
れ
を
実
践
す
る
際
の

基
本
的
な
考
え
方
や
心
得
の
認
識
』
が
な

く
て
も
、
二
年
間
は
事
業
に
従
事
し
て
い

て
も
い
い
」「
そ
の
状
況
が
つ
づ
く
こ
と

の
年
限
が
区
切
ら
れ
て
い
な
い
」
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
と
生
活
を
共
に
す
る
う
え
で
必

要
な
専
門
的
な
知
識
や
技
能
、
そ
し
て
倫
理

観
を
備
え
た
「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
と
い

う
資
格
を
持
つ
指
導
員
が
、
専
任
・
常
勤
・

複
数
体
制
で
配
置
さ
れ
、
経
験
を
蓄
積
し
、

子
ど
も
と
安
定
的
に
継
続
し
て
関
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
条
件
整
備
と
人
材
育

成
を
基
本
と
す
る
方
策
が
必
要
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
年
頭
記
者
会
見

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
に
挑
戦
」

　
二
〇
二
三
年
一
月
四
日
の
「
岸
田
内

閣
総
理
大
臣
年
頭
記
者
会
見
」
で
は
「
異

次
元
の
少
子
化
対
策
に
挑
戦
」
と
し
て
、

「
学
童
保
育
」
に
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
に
、
児
童
手
当
を
中
心
に
経
済

的
支
援
の
強
化
。
第
二
に
、
学
童
保
育

や
病
児
保
育
を
含
め
、
幼
児
教
育
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
量
・
質
両
面
か
ら
の
強

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
伴
走
型
支
援
、

産
後
ケ
ア
、
一
時
預
か
り
な
ど
、
す
べ

て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
。
そ
し
て
第
三
に
、
育
児

休
業
制
度
の
強
化
も
含
め
た
働
き
方
改

革
の
推
進
と
そ
れ
を
支
え
る
制
度
の
充

実
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
小
倉
将
信
こ
ど
も
政
策
担
当
相
を
座

長
と
す
る
関
係
府
省
会
議
を
開
き
（
事

務
局
注
：
初
会
合
は
二
〇
二
三
年
一
月

一
九
日
）、
三
月
末
ま
で
に
と
り
ま
と
め

る
予
定
で
、
こ
れ
ま
で
の
こ
ど
も
政
策

を
体
系
的
に
検
討
し
、
将
来
的
な
倍
増

を
め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
関
連
予
算
は
、
こ
ど
も
家
庭

庁
が
創
設
さ
れ
る
二
〇
二
三
年
度
か
ら

の
増
額
で
は
な
く
、
同
年
六
月
に
閣
議

決
定
す
る
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）」
で
、
倍
増

さ
せ
る
道
筋
を
示
す
、
児
童
手
当
な
ど

「
現
金
給
付
」
の
拡
大
を
検
討
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
年
一
月
二
三
日
に
召
集
さ
れ
た
通

常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
も
、「
従

来
と
は
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
を

実
現
し
た
い
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
「
学
童
保
育
」

と
い
う
言
葉
を
大
切
に
使
っ
て
き
ま
し

た
。
年
頭
記
者
会
見
で
述
べ
ら
れ
た
「
学

童
保
育
」
が
、
児
童
福
祉
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
や
自
治
体
の
基
準
に
も
と

づ
い
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、「
一
定
水

準
の
質
の
確
保
及
び
そ
の
向
上
を
図
る
」

た
め
に
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
」
が
策
定
さ
れ
た
「
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
」
を
指
す
の
か
、ま
た
、「
拡

充
」
と
い
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
ま
で
私

た
ち
が
め
ざ
し
て
き
た
方
向
へ
の
「
拡

充
」
な
の
か
、
た
し
か
め
つ
つ
注
視
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。


